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This study is about the step of temporary supporting device for seismic isolation retrofit. In Japan where earthquakes 
occur frequently, seismic isolation retrofit construction has been adopted as seismic reinforcement construction. In this 
construction method, the building pillars and foundation are removed when the seismic isolation device installs. It 
required step of temporarily supporting the building to remove part of the building. There is not data concern temporary 
supporting method of seismic isolation retrofit construction. For three buildings with historical value analyze the 
construction process related data and determine step of evaluation method.
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１．はじめに

地震国日本では、文化遺産の保存・活用のために耐震補強工事として免震レトロフィット工事がある。免

震レトロフィット工事の特徴に、文化的価値を保存すると共に耐震性能の向上を可能とする点が挙げられる。

免震レトロフィット工事は免震装置の挿入位置で、主に基礎免震工法と中間階免震工法の2種類に分けられる。

基礎免震は建物と地盤を絶縁し、建物全体を免震構造とする。中間階免震は、建物の中間に免震層を構築す

ることで、基礎免震に比べて経済的に有利であることや地震時の変形を吸収するクリアランスの確保が困難

な場合に適す。文化遺産の免震レトロフィット工事は、前者の文化的価値を保存できる基礎免震による方法

が主となる。基礎免震では、支持地盤や基礎杭、柱の一部などを撤去し、免震部材を設置する工程となる。

そのため、切り離すときに一時的に上部建物の荷重を移行する必要がある。荷重の移行は、既存杭を用いて

行う方法や鋼管杭などを用いて上部建物を支える「仮受け」を行う方法など様々である。仮受け工法は各工

事案件によって品質管理や工期工程に大きな違いを生じさせ、免震レトロフィット工事は歴史が浅いことも

あり、仮受け工法に関する工程管理データが少ない。本研究では、仮受け鋼管杭工法を用いて基礎免震化し

た代表的な3つの事例案件を対象に、施工時での工程管理に焦点をあて、詳細分析を行う。建物面積や建物荷

重、支持地盤深さなどをパラメーターとする工程期間の分析を行い、標準的手順、日作業組数、および仮受

け鋼管杭工法関連の標準歩掛を作成するとともに、歩掛の評価方法を提案する。
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Step1 

Step2 

 A  B  C  D  E  F  G  H  I  

(m3) 8470 16734.5 14990.6 2236.7 8167.4 4600 24426 33000 19847.6 
D1  170 210 330 82 61 116 118 154 508 

1  
(m3/d) 

49.82 79.69 45.43 27.28 133.89 39.42 205.26 414.29 39.07 

B1  1.02 1.68 1.36 1.80 4.43 1.38 6.52 5.80 2.16 
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